



































































































を高く評価している（「九届全国人大五次会議挙行記者招待会」『人民日報』????年 ? 月 ? 日など）。
??）?中華人民共和国外交部「唐家璇外長在第八届東盟地区論壇外長会議上的講話」（????????????????? ????????????????????






































































































面談、それぞれ????年 ? 月??日、 ? 月 ? 日に実施）。
??）?「専家学者研討人類安全問題」『人民日報』????年??月 ? 日。
??）? ???年以前にも、紹介程度に人間の安全保障に言及したものはあった。例えば、翟坤「非伝統安全問題莫等閑」『世界知識』





































































































































































































































































??????????????? ??）、「大湄公河次区域経済合作第二次領導人会議通過《昆明宣言》」『人民日報』????年 ? 月 ? 日、「在紀
















































































???????? ??）では、????年の????件から????年の ? 万????件に増加し、????年には ? 万件に上るとされている。
中国における非伝統的安全保障論の展開と人間の安全保障 257
おわりに
　中国の学界では非伝統的安全保障研究を基盤にして、人間の安全保障が徐々に議論されるように
なった。その内容は、典型的な中国像からは想像し難い、非常に多様なものであった。また、中国
政府も人間の安全保障という用語を前面に打ち出しはしないものの、「以人為本」や「和諧社会」
という、経済発展や多様な安全の課題への人を中心としたアプローチに対する配慮を伴う概念を打
ち出した。こうした現状を見る限りでは、人間の安全保障という用語を使用するか否かはもはや問
題ではなく、「人間を中心に考える」という人間の安全保障の基本的な発想自体は中国の学界・政
界でも共有されつつあるものと言えよう。その一方で、国家主権をめぐる問題は人間の安全保障の
議論において重要な論点であり続けている。
　個人の安全を重視し始めた背景には、経済格差などの社会矛盾が顕在化する中で芽生えた民衆の
行政不信に対し、党と政府の正統性を担保しなければならないという事情があった。これがすべて
ではないにしても、中国政府の当面の至上命題はやはり体制維持と見るべきであろう。????年 ? 月
のチベット暴動に対する当局の反応などは正にその例である。
　とはいえ、以前であれば「内政干渉」として一蹴したであろう暴動事件について、政府は分離主
義組織によるテロ活動によって市民が犠牲になっている点をことさらに強調する様子を見せてい
る??）。このことは、中国がもはや自身の掲げた「以人為本」や「和諧社会」の発想を簡単には無
視できなくなってきたことの表れだと考えられる。
　社会科学院の王逸舟は、中国をミラーボールに例えてこう語った。赤い面は中国かといえばそう
であり、青い面が中国かといえばそれもそうである。しかし、逆はそうはいかない。中国は赤い面
だけでも、青い面だけでもない。すべてが中国の一側面なのである。加えて、この中国は勢いよく
回転している。このような中国を分析する際には、動態的かつ立体的に捉えなければならない??）。
本稿で論じたものは、中国における人間の安全保障の議論のごく一部に過ぎない。だが、人間の安
全保障規範を断固否定する中国像も、受け入れようとする中国像も、紛れもなく現在の中国の姿で
ある。今後、より詳細な研究がなされ、国際社会と中国が同じ土俵に立って議論を深めていくこと
が期待される。
??）?「假“自由”“人権”之名，行分裂主義之実」『人民日報』????年 ? 月??日。
??）?王逸舟・中国社会科学院世界経済与政治研究院副院長との面談、????年 ? 月??日実施。
